
主要事業評価シート（第２次実施計画／Ｒ１・２・３年度）

H ～ R

事業費

総人件費

項 05:社会教育費

戦略ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 04:「ジモトノココロ」プロジェクト 目 07:文化振興費

施 策 の 大 綱 02:健康で生きがいを持てる暮らしの充実 財
務
科
目

会計 01:一般会計

基 本 施 策 06:文化芸術の振興と文化交流の促進 款 10:教育費

施 策 の 方 向

②
目
的
・
概
要

対象 市民、本市に関わるすべての人

目
的

亀山市文化振興ビジョンに基づき、「市民の文化力の向上」「地域間交流の促進」「団体間の連携拡大」「新しい文化
の創造」を目的として、3年に1度さまざまな文化に関する取り組みを集中して開催する「かめやま文化年」を実施す
る。
【かめやま文化年2020】　令和2年4月1日～令和3年3月31日（1年間）

概
要

「かめやま文化年2020」では、「かがやく」をキーワードとして、これまで培ってきた文化に、さらなる創意工夫等を図
り、文化資源の価値をさらに高めるとともに、参加する人等が自己実現により満足感や達成感を感じ、生き生きと輝
ける事業を展開する。
かめやま文化年プロジェクトの集大成となるかめやま文化年2020で、亀山市の文化を市内外へ発信する。

事業予定期間 25 3 年度 主な根拠法令要綱等

①
基
本
事
項

計画コード 事業名 部名 市民文化部

17056 かめやま文化年事業 課名  文化課 文化創造Ｇ

施
策
体
系

02:文化交流の促進

〇かめやま文化年2020の開催
・パブリックプログラム：２事業
・シチズンプログラム：９事業
・市関係事業：７事業
〇かめやま文化年プロジェクト実行委員
会を開催（計６回　書面も含む）

〇かめやま文化年２０２０の検証
・令和2年度に行った市民アンケートの分
析及びかめやま文化年プロジェクト推進
委員会による検証
〇かめやま文化年２０２０記念誌の作成
〇かめやま文化年プロジェクト推進委員
会の開催（1回）

事
業
費

計
画
額

事業費 3,800千円 19,000千円 600千円
国庫支出金

年
度
実
績

○かめやま文化年2020実施計画を策定
　・R1.12策定（テーマ：かがやく）
○かめやま文化年2020実施事業を決定
　・実行委員会主体8事業、市民団体主体
20事業、市関係13事業
○かめやま文化年2020プレ事業を実施
　・文化大使による寄席を実施（計4回）
○かめやま文化年プロジェクト推進委員
会及び実行委員会を開催（計4回）

地方債

その他

県支出金

一般財源 3,800千円 19,000千円 600千円

予
算
額

事業費 3,600千円 19,000千円 300千円
国庫支出金

地方債
その他

県支出金

一般財源 3,600千円 19,000千円 300千円

決
算
額

① 2,147千円 8,878千円 117千円
国庫支出金

地方債
その他

県支出金

所要人員 3.00 2.00 1.00

一般財源 2,147千円 8,878千円 117千円
② 23,547千円 17,276千円 7,903千円

一般職員

会計年度任用職員等 0千円 1,598千円 0千円
総コスト（①＋②） 25,694千円 26,154千円 8,020千円

23,547千円 15,678千円 7,903千円
人
件
費

受益者負担率 0.0% 0.0% 0.0%

③
　
事
業
の
計
画
・
実
績

令和元年度 令和２年度 令和３年度

年
度
計
画

○かめやま文化年2020実施計画の策定

○かめやま文化年2020実施事業の決定

○かめやま文化年2020プレ事業の実施

○かめやま文化年プロジェクト推進委員
会及び実行委員会の開催

○かめやま文化年2020の開催

○かめやま文化年プロジェクト推進委員
会及び実行委員会の開催

○かめやま文化年2020の検証

○かめやま文化年2020記念誌の作成

○かめやま文化年プロジェクト推進委員
会の開催



　

（参考：前期基本計画期間（H29-R3）における評価履歴） ■令和３年度予算額（事業費）の内訳

④
指
標

令和元年度 令和２年度 令和３年度

① かめやま文化年2017の企画事業の年間延べ参加者数
（26,810人）以上を目標として設定

実績値 2,300
単位 人

名称 かめやま文化年2020の企画事業の参加者数（年間延べ人数）
成
果

計画値 27,000

3 5
事業計画の検討、事業実績の検証 実績値 4 6 1

単位 回 回 回
名称 計画値

②

名称 かめやま文化年プロジェクト推進委員会の開催回数
活
動

計画値 5

新型コロナウイルス感染症拡大により、推進委員会の開催が限られたが、記念誌を作成し、関係機関に配
布した。また、令和２年度に行った市民アンケートを分析するとともに、推進委員会を開催し、かめやま文化
年２０２０の検証を行った。

まずまず実施できた

成
果

【成果は順調に上がったか】

⑤
事
業
の
改
善

前
回
評
価

【前回評価の対応方針の概要を記入】
「かめやま文化年プロジェクト」が令和３年度で終了となるため、更なる文化振興に繋げるための新たな「かめやま文化年」につい
て検討する必要がある。

改
善
行
動

【前回評価の対応方針を踏まえ、どのような措置を講じたか】
　新たな「かめやま文化年」について、これまでの取り組みを礎とし、様々な分野の取り組みと文化芸術による、まちの賑わいや
魅力の創出につなげる仕組みづくりを検討するよう、令和3年度策定の文化芸術推進基本計画の取り組みに位置づけた。

③ 実績値
単位

⑦
今
後
の
対
応
方
針

課
題

【課題は何か】

次
期
実
施
計
画
へ
の
方
向
性

コロナ禍で活動する機会が減少した団体及び個人の発表の機会の提供や市内の歴
史文化に触れる機会の提供を行うことが出来たものの、市民への浸透や事業の開催
方法、新型コロナウイルス感染症への対応等の新たな課題が検証により明らかに
なった。

対
応

【課題に対し、どのように対応するか】

⑥
事
業
の
評
価

評価

令和３年度策定の文化芸術推進基本計画の取り組みに位置づけるとともに、周知方
法や開催方法、ポストコロナへの対応など、実施計画を決定したうえで、様々な分野
の取り組みと文化芸術による、まちの賑わいや魅力の創出につなげる新たな「かめや
ま文化年」を開催する。 【その他の場合、その内容を記載】

効
果

【対応することで、どのような効果が期待できるか】
文化芸術の交流を促進する事業を展開することで、新たな文化の創造と地域の賑わ
いや魅力の創出に繋がる。

対応時期 令和４年度～６年度

Ｂ
記念誌を作成し、関係機関に配布することで、文化芸術活動や文化交流の成果を広く市民に知ってもらい、
事業に参加した市民の自己実現による満足感や達成感の醸成が図られた。また、事業を検証することで、
新たな文化年の検討材料を得ることができた。

まずまず成果を得た

（判定）

活
動

【計画どおりに実施できたか】

Ｂ

判
定

活動 A A A B B

【１次評価者】 市民文化部　文化課　文化創造グループリーダー　松岡保範

【最終評価者】 市民文化部　文化課長　松岡保範

H29 H30 R1 R2 R3
千円

令和３年度の最終予算額 300 千円
令和４年度への繰越額 千円

予算額（事業費） 300 千円

成果 B B A B B

内
訳

令和２年度からの繰越額

継続 （拡大）

継続 （現状維持）

継続 （縮小）

完了

その他


